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中学生の時期は、特に他と違うことに不安を

抱きやすくなります。あるいは都合よく使いま

人権集中学習期間が２８日で終わります。も す。例えば、「みんな」持ってるから、同じも

ちろんこれからも人権に関する学習は学校生活 のがほしいなどということもあります。あるい

のいろいろな場面で行われます。ご家庭でも差 は、他と違うことに対する不安や不満を口にす

別的な発言や気になる言動がありましたら、ご ることがあるかもしれません。

指導、連絡・相談をお願いします。 そんなとき、お子さんの考えを受け止めた上

古い記事ですが、平成２６年３月３日付、毎 で、「違ってもいいんじゃない、違ってるから

日新聞「余録」の文章を紹介します いいんじゃない」と悠然と構え、お子さんとの

先日亡くなった詩人の吉野弘（よしの・ひ コミュニケーションの中で、それとなく教えて

ろし）さんは童謡「ぞうさん」について言っ やることが出来たらすばらしいことだと思います。

ている。「〈おはながながいのね〉は、象の鼻 ところで、

が長すぎることをいくらかからかった者の意 コミュニケー

地悪と読めないこともない」。 ションは、「人

仲のよい親子の歌というのとはちょっと違 間が互いに意思・感情・思考を伝達し合うこと。

う解釈である。「ところが、そういう意地悪 言語・文字その他視覚・聴覚に訴える身振り・

すら〈そうよ かあさんも ながいのよ〉が見 表情・声などの手段によって行う。（大辞林）」

事に肩すかしを食わせるのである」。大好き のように定義されます。

なおかあさんの鼻も長いことを誇らしげに答 文科省のコミュニケーション教育推進会議で

え、悪意を吹き消してしまった子象である。 は「コミュニケーション能力を学校教育において育むた

詩は好きに読んでもらえばいいという作者 めには、①自分とは異なる他者を認識し、理解するこ

のまど・みちおさんだが、吉野さんの解釈に と、②他者認識を通して自己の存在

は「一番、その通りという気がします」と言 を見つめ、思考すること、③集団を形

い残している。「自分はこの世に生かされて 成し、他者との協調、協働が図られる

るんだという誇り。他とは違うからこそ、う 活動を行うこと…」としています。

れしいんです」。まどさんはそう （人権とも関わってきますね。西中の校内研修

語っていた（以下略） 〈職員が協働して進めている研究〉のテーマ「学

吉野さんの思いもよらない解釈と、まどさん び合い」にも通じるものです。）

の「自分はこの世に生かされてるんだという誇 また、「インターネットを通じたコミュニケーションが

り。他とは違うからこそ、うれしいんです」と …他者との関係づくりに負の影響を及ぼしている…」

いう話に感動さえ覚えました。 と述べています。

「お鼻が長い」ことも他と違ったいろいろな こうした指摘を待つまでもなく、

面があることも「誇り」！自尊感情・自己肯定 インターネット環境の利便性と危険

感が高いからこそ出てくる言葉なんだとつくづ 性が指摘されていることはご存じの

く思います。そんな自信に満ちた子どもたちが とおりです。

あふれる西中になることを目指して、各学年と 我々の日常のコミュニケーションは言葉以外

もいいところ見つけなど様々な人権に関連した に表情や声の質など他の多くの要素が加わって

活動を続けています。もちろん普 成り立っています。しかしＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキ

段の部活動や授業の中、家庭での ング・サービス）上では、文字だけとなります。安易な

生活で培われるところが大きいも 書き込みがトラブルを生み出している例はニュ

のです。 ースなどでもよく見聞きします。皆さんが思っ

家庭でも、横並びでなくてもいい、違ってい ている以上に身近かもしれません。機会を見て

てもいいんじゃないかというスタンスを持つこ 紹介します。トラブルになる前に使用ルールを

とも大切ですね。 含め、ご指導お願いします。
目指す生徒像：「自ら学び自ら考える生徒 心豊かで思いやりのある生徒 健康でたくましい生徒」
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